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カラーで見られます 

わだのできごと 

    眠っていた農地を実りある畑へ  和田水土里の会 

    地域づくり協議会 部会トーク報告 

 和田水土里の会、和田地区農業委員、ＪＡ和田支所は、高齢化や後継者不在などで荒廃して

しまった農地を、優良耕作地に復旧させる活動をしています。荒廃地を放置すると、有害鳥獣

の繁殖や外来植物の繁茂だけでなく、不法投棄や犯罪につながるおそれがあります。 

今回は休耕地の一つをとうもろこしなどの夏野菜畑に整備しました。 

畑として再生  大型トレーラーで耕作 

草刈り後、伐根作業 数年間放置された荒廃地 

６月２７日に行われた地域づくり協議会の部会で話し合われた内容を報告します。 

 

●交通移動支援 

隔月開催の移動販売も大勢の利用者があり、ニー

ズを感じる。車の運転ができなくなった時のため

に、買い物以外（通院、金融など）の対策も 

考えていかなければならない。 
 
●フレイル予防の啓発 

出前ふれ健や町会サロンなど様々な場面に出向い

ていき、広めていく必要がある。 
 
●見守り 

組織や形にとらわれず、隣近所で声をかけあい、

見守る体制が理想。そのために普段からのお付き

合いが大切になってくる。 

≪福祉・健康部会≫  
●和田地区の行事について 

・ライフスタイルの多様化に対応する各種行 

  事の検討がさらに必要。 
 
・和田ウォークラリーは、昨年からごみ拾いや 

   ショートコースを新設。子どもや家族の参加 

  者が増えた。  
 
・新企画(上高地ウォーキング・WADAチャレジャー・ 

    松本城学習など)の行事が好評だった。 
   
 今後も住民の声を聞きながら、 

  子どもから高齢者まで参加し 

  やすい行事を企画したい。 

≪文化・教養部会

高綱中学校による「ちょこっとボランティア」 
6名の生徒がとうもろこしの収穫をお手伝いしてくれました 

休耕地で育てたとうもろこしを和田保育園に提供

園のおやつになりました！ 

  一枚にまとめて 

   お届けします！ 
 ●わだのできごと 

 ●公民館ニュース 

 ●ひろばだより 

 ●地区生活支援員だより 

 


